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主 眼 事柄「□に入る整数の和は、○に入れた整数の和の倍数になる」はどんな図

形でも成り立つかを考える場面で、文字を用いて平面図形や空間図形で予想

が正しいかを調べる活動を通して、〇から出ている辺の数によって事柄が成

り立たない場合があることに気付き、図形によって事柄が成り立ったり、成

り立たなかったりする理由を、根拠をもって説明することができる。 

【本時の様子】 

生徒たちは、「正方形で〇に入る数を𝑎, 𝑏, 𝑐, 𝑑ととすると、□の和は2𝑎 + 2𝑏 + 2𝑐 + 2𝑑 =

2(𝑎 + 𝑏 + 𝑐 + 𝑑)ととなり、(𝑎 + 𝑏 + 𝑐 + 𝑑)とは〇の和なので、□の和は〇の和の２倍といえ

る。」ことから、正方形の図では事柄が成り立つことを確かめました。他にも正四面体、

正八面体では事柄が成り立つことを確かめましたが、四角錐では事柄が成り立たないこ

とが明らかになり、「事柄が成り立たない図形もある。」と結論付けました。 

その後、なぜ図形によって、整数×と（〇の和）の形の式に変形できるものと、そうでな

いものがあるのかについて、その理由を説明し合いました。多くの生徒が、頂点や辺の

数、各項の係数に着目して、と「〇から出ている辺の数がすべて等しい図形では、各項の係

数が〇から出ている辺の数で等しくなり、〇から出ている辺の数が異なる図形では、各

項の係数が異なることが理由だ。」のように説明することができていました。 

振り返りの場面での、生徒のと「正多角形では事柄が成り立ちそうだ。」や「□と〇の数

は事柄に関係するのかどうか。」などの意見を活かし、次時は、単元のまとめを行います。 
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